
 

               

 

 

令和６年度公立高等学校入学者選抜結果について 

                                           【全日制課程・フレックススクール】  
１ 実施状況について 

  (1) 募集定員  １１，７５７人                                                               

 

  (2) 志願者数  １１，９０７人                                                             
（うち「外国人生徒等入学者選抜」による志願者数５２人）            

  (3) 受検者数  １１，７６５人                                                               

 

  (4) 合格者数  １０，９９４人                                                           
（うち「再募集」における合格者数１２１人）            

 

２ 学力検査について 

  (1) 出題方針について                                                                

令和５年度公立高等学校入学者選抜まで実施してきた前期選抜と後期選抜におけ

る出題方針を引き継ぎつつ、中学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、知識及び技能とと

もに、それらを活用して課題を解決するために必要な、思考力、判断力、表現力等を

より重視して出題した。 

 

  (2) 学力検査結果                                                                

受検者平均点：２６５．６点（昨年の後期選抜は２９２点）  

合格者平均点：２７３．３点（昨年の後期選抜は２９５点）  

＊各教科１００点満点、各教科間で傾斜配点を行った場合も１００点満点で集計 

        した。                                                                    
 

  (3) 各教科の分析  

    ア 国語 

出題に当たっては、中学校までに学習する基礎的・基本的な内容を重視し、語彙

や文法事項等のほか、文章を的確に読み取る能力や、読み取った内容や自分の考え

を適切に表現する能力などについて問うことができるよう配慮した。特に、複数の

文章を読み比べたり、データや会話文を参考にしながら記述したりするなど、より

具体的な場面での国語の力を問うことができるような出題とした。 

 

        受検者平均点：６０. ２点（昨年の後期選抜は６４．５点）  

       

 

 

 

 

 

 

＊一部の学校においては、大問間の配点を変更している場合もある。 

 

 大問番号（配点） 受検者の平均点 

 大問１（２８） １４．６ 

 大問２（１７） ８．６ 

 大問３（１６） １２．３ 

 大問４（２０） １０．５ 

 大問５（１９） １４．２ 

令和６年４月１９日 

教育委員会 高校教育課 教科指導係(毒嶌) 

電話：027-226-4645  内線：4645 



 

  イ 数学 

出題に当たっては、計算技能、数学の知識に関する概念的な理解、思考力、判断

力、表現力等を問う問題など、各学年・各領域にわたってバランスよく問えるよう

配慮した。また、数学的な見方や考え方を働かせて身近な事象から問題を見いだし

たり、一度解決した問題を振り返って発展的に課題を発見・解決したりするなどの

「数学的活動」を重視した出題とした。  

 

    受検者平均点：５２．８点（昨年の後期選抜は５９．５点） 

 

       

 

 

 

 

 

＊一部の学校においては、大問間の配点を変更している場合もある。 

 

    ウ 英語 

出題に当たっては、各領域（「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書

くこと」）全般にわたる内容について、理解力や表現力を問うことができるよう配

慮した。リスニング問題の一部において流れる音声を 1 回のみとすることで、より

日常的なコミュニケーションにおける「聞く力」を問うことができるような出題と

した。また、複数の技能を統合して活用する力についても問えるよう配慮した。  

 

    受検者平均点：４４．９点（昨年の後期選抜は５８．８点） 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

     

  エ 社会 

出題に当たっては、中学校における平素の学習の成果が生かせるよう、各学年・

各領域における基礎的・基本的な内容を問うとともに、「基礎的・基本的事項を相

互に比較・関連付け、幅広く考える力」や、「図表、写真、グラフ等の統計資料や

歴史資料などを読み取り、自分の考えをまとめ、文章で表現する力」を重視した。

また、よりよい社会の形成に主体的に参画しようとする態度を身に付けることを意

識し、実社会との関わりも重視して出題した。  

 

    受検者平均点：５４．０点（昨年の後期選抜は５４．４点） 

大問番号（配点） 受検者の平均点 

大問１（４１） ２８．５ 

大問２ （９） ４．７ 

大問３（１９） ６．７ 

大問４（１３） ９．４ 

大問５（１８） ３．５ 

大問番号（配点） 受検者の平均点 

大問１ （９） ６．３ 

大問２（１９） １１．４ 

大問３ （９） ５．０ 

大問４（１５） ６．５ 

大問５（１５） ７．２ 

大問６（１７） ５．０ 

大問７（１６） ３．６ 

大問番号（配点） 受検者の平均点 

 大問１（１６） ８．３ 

 大問２（１４） ８．７ 

 大問３（１５） ９．０ 



 

      

 

 

    

 

     

    オ 理科 

出題に当たっては、基礎的・基本的な内容及び身近な題材を基にした観察や実験

を重視するとともに、データや図表を読み取る力や、観察や実験などから得られた

結果を分析し表現する力を問うことができるよう配慮した。特に、得られた結果を

比較したり、関連付けたりするなどして、科学的に探究する力を問うことができる

ような出題とした。  

 

    受検者平均点：５７．５点（昨年の後期選抜は５５．２点）  

     

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 総括  

(1)で示した出題方針に基づき作成した学力検査問題に対して、中学校からは、「普

段の生活の中で教科の考え方を活用したり、根拠に基づいて自分の考えを表現したり

する力が求められており、今後も、より一層そうした点を意識した授業を展開してい

く必要があると感じた」といった意見が寄せられた。高等学校からは、「知識だけで

なく、思考力を求める問題であった」という意見や、「複数の情報を読み取り、それ

らから考察を深めることを求める問題となっていた」といった意見が寄せられた。今

回の学力検査の状況を踏まえ、生徒に育成すべき資質・能力を再確認するとともに、

中学校及び高等学校における各教科の指導に生かされることが期待される。 

今後の学力検査問題についても、引き続き、中学校における平素の学習の成果が生

かされるよう、基礎的・基本的な事項を中心として出題するとともに、身の回りのこ

とがらに関連付いた課題に対して、各教科の見方・考え方を働かせて考察するような

学習過程を重視した出題となるよう配慮していきたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大問４（１５） ６．７ 

 大問５（１４） ６．９ 

 大問６（１３） ７．５ 

 大問７（１３） ６．９ 

大問番号（配点） 受検者の平均点 

 大問１（２２） １４．４ 

 大問２（１９） １５．４ 

 大問３（２０） １０．４ 

 大問４（１９） ８．２ 

 大問５（２０） ９．０ 


